
熊
野
で
は
、
干
害
が
四
、
五
年
に
一
 
 
ひ
で
り
の
吾
 
 

回
、
風
水
害
が
一
〇
年
に
一
回
あ
る
 
 

と
い
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
の
農
業
用
水
ほ
、
河
川
の
水
と
二
〇
〇
余
の
た
 
 

め
池
の
水
に
頼
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
河
川
は
小
さ
 
 

く
、
た
め
池
は
、
既
に
江
戸
時
代
の
絵
地
図
に
も
数
多
 
 

く
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
古
い
㌍
甜
。
熊
野
で
最
も
大
き
 
 

な
坂
面
大
池
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
遣
ら
れ
、
大
 
 

正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
今
日
の
大
き
さ
に
拡
大
さ
れ
 
 

た
。
広
さ
は
約
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
貯
水
量
は
四
万
立
 
 

方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
。
こ
れ
ら
の
た
め
池
は
干
害
を
 
 

さ
け
る
た
め
に
造
ら
れ
た
。
し
か
し
平
年
に
は
そ
の
余
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一
熊
野
の
災
害
 
 

蓑5－8－1田の用水源別面積および改良を必要と  

する耕地面積  
昭和33年12月末日現在 広島県緋地課調査  

安 芸 郡  熊 野 町   

田源  ため池   467（20．9）  202（45．3）  の別  河  川   1，246（55．7）  187（41．7）  用面 水橋  その 他   525（23．4）  58（13．0）   総面桁   2，401（56．0）  438（82．2）   
総画椅  1，489（66．5）  362（81．0）  

翠   用水不足  299   32   

艮  排水不良  356   16   

田                 を         些   老  朽  325   113   

巽 と  区画整理  357   145   

す  冷水田  152   56  

総面積  912（44．6）   76（88．4）  

る 耕          畑       36  地 面   かんがい  321  積   酸性土  453    区画整理  138  40   

（）は割合 単位b   
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っ
た
水
を
利
用
し
て
さ
ら
に
田
畑
が
拡
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
給
水
す
べ
き
田
畑
を
無
計
画
に
拡
張
し
て
い
た
た
め
、
雨
量
 
 

が
少
な
け
れ
ば
た
ち
ま
ち
凶
作
と
な
る
と
こ
ろ
が
で
る
の
で
あ
る
。
明
治
八
年
（
一
入
七
五
）
「
村
内
凶
作
」
、
明
治
十
六
年
「
熊
野
村
 
 

凶
作
」
、
明
治
二
十
七
年
「
凶
作
」
と
『
熊
野
川
』
の
年
表
に
も
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
干
害
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
に
も
、
 
 

こ
れ
ら
の
年
の
干
害
被
害
県
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
県
、
ニ
ー
県
、
一
八
県
と
多
い
。
 
 
 

『
熊
野
川
』
の
年
表
に
も
記
載
の
な
い
ひ
で
り
の
吾
が
他
に
何
回
か
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
二
十
六
年
（
一
入
九
三
）
で
あ
る
。
 
 

西
日
本
を
中
心
に
一
二
県
を
巻
き
込
む
干
害
で
あ
り
、
周
囲
を
と
り
ま
く
町
村
に
も
そ
の
被
害
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
熊
野
 
 

も
ま
た
こ
の
災
害
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 
 

「
近
来
稀
に
み
る
大
凶
作
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
も
の
で
あ
っ
た
。
干
上
が
る
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
 
 

た
坂
面
大
池
も
干
上
が
っ
て
し
ま
い
、
他
の
庶
で
五
〇
人
ほ
ど
の
人
々
が
熊
野
独
特
の
盆
踊
り
を
雨
乞
い
の
た
め
忙
舞
っ
た
と
い
う
。
 
 
 

新
宮
で
も
、
雨
乞
い
が
二
度
も
行
わ
れ
た
。
た
い
ま
つ
や
新
を
持
っ
て
竜
王
山
に
登
り
、
水
神
で
あ
る
竜
王
神
社
に
祈
願
し
た
の
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あ
る
時
光
地
の
人
び
と
は
、
こ
の
よ
う
に
苦
労
し
な
が
ら
 
 

も
、
辛
う
じ
て
収
穫
時
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
平
谷
、
城
之
堀
、
萩
原
や
谷
田
の
地
な
ど
で
は
稲
の
一
株
一
株
に
 
 

ヤ
カ
ソ
で
水
を
や
り
、
そ
れ
で
も
だ
め
な
と
き
は
、
ソ
バ
に
植
え
か
え
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
 
 
 

戦
後
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
の
ひ
で
り
の
害
が
激
し
か
っ
た
。
坂
面
大
池
で
み
る
と
、
例
年
は
二
九
本
あ
る
斜
樋
の
 
 

栓
木
の
う
ち
一
四
～
一
五
木
を
抜
い
た
も
の
を
、
こ
の
年
は
二
三
本
も
抜
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
地
底
は
ご
く
少
量
の
水
を
残
す
 
 

の
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
大
池
の
受
益
者
は
な
お
七
分
程
度
の
米
の
収
穫
が
あ
っ
た
が
、
平
谷
・
城
之
掘
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
収
穫
は
 
 

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
当
然
水
争
い
も
起
こ
っ
た
。
L
か
し
平
谷
な
ど
は
水
争
い
も
で
き
ぬ
ほ
ど
水
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
 
 

故
老
よ
り
の
D
 
 

‖
 
＼
．
〓
 
 

図518－1降水量の比較（昭和14  

年と平年）   

圏昭和14年［＝コ平年  

風
水
書
 
 第

五
章
 
近
 
 
 
代
 
 

風
水
害
は
、
梅
雨
、
台
風
の
時
期
の
も
の
が
多
く
、
干
害
と
並
ん
で
、
熊
野
に
災
厄
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
明
治
九
年
 
 

（
一
八
七
六
）
八
月
「
大
風
、
呉
地
は
家
屋
一
一
戸
倒
れ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
明
治
四
十
年
「
猛
雨
大
洪
水
、
初
神
、
新
 
 
 

で
あ
る
。
川
も
減
水
し
て
、
熊
野
川
の
い
わ
さ
き
い
で
な
ど
 
 

で
は
、
砂
を
掘
っ
て
井
戸
を
つ
く
り
、
手
押
し
ポ
ン
プ
や
ほ
 
 

ね
つ
る
べ
（
桶
に
四
本
の
綱
を
つ
け
、
二
人
で
汲
み
上
げ
る
）
を
使
 
 

っ
て
い
せ
き
に
水
を
の
せ
た
と
い
う
。
水
番
を
お
い
て
、
時
 
 

間
を
割
り
当
て
て
水
を
汲
む
の
で
、
そ
う
し
た
時
に
ほ
一
刻
 
 

を
争
っ
た
。
小
児
を
持
つ
家
庭
で
ほ
、
夜
間
は
働
き
場
所
に
 
 

伴
っ
て
寝
か
せ
、
働
き
手
の
足
り
な
い
場
合
は
近
隣
と
組
ん
 
 

で
、
こ
の
作
業
を
し
た
。
「
水
（
ひ
で
り
）
に
強
い
」
湿
田
で
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官
の
被
害
大
き
く
出
来
庭
、
川
角
こ
れ
に
次
ぐ
、
損
褒
七
、
四
〇
〇
円
の
見
込
み
」
と
あ
る
媚
軒
。
当
時
は
米
一
石
二
七
円
八
〇
銭
 
 

の
時
代
で
あ
る
。
『
広
島
県
矢
野
町
史
』
（
下
巻
）
に
も
「
七
月
十
五
日
連
日
の
大
豪
雨
に
よ
り
未
曽
有
の
大
洪
水
」
が
お
こ
り
、
「
死
 
 

者
六
四
人
、
負
傷
者
六
二
人
、
流
出
家
屋
一
五
二
戸
、
浸
水
家
室
ハ
三
〇
戸
、
田
畑
宅
地
埋
没
六
一
町
歩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
流
 
 

れ
が
急
で
短
い
矢
野
川
を
囲
む
矢
野
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
熊
野
で
も
三
谷
川
、
雲
母
川
、
深
原
川
や
熊
野
川
、
石
風
呂
川
、
 
 

呉
地
川
な
ど
が
上
流
で
は
土
砂
流
出
を
、
そ
し
て
中
流
で
ほ
堤
防
決
壊
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
周
辺
の
田
畑
・
家
屋
に
大
き
な
被
 
 

害
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

大
正
八
年
（
一
九
完
）
に
は
梅
雨
期
の
水
害
が
あ
っ
た
。
七
月
一
日
か
ら
四
日
に
か
け
て
長
雨
が
続
き
、
熊
野
川
の
堤
防
も
壊
れ
 
 

て
砂
で
稲
が
埋
ま
っ
た
所
も
多
か
っ
た
。
 
 
 

県
下
で
の
史
上
最
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
風
水
害
は
、
敗
戦
の
年
（
昭
和
二
十
年
）
の
枕
崎
台
風
で
あ
る
。
台
風
は
九
月
十
 
 

七
日
夜
半
に
広
島
に
上
陸
し
た
。
広
島
で
も
雨
量
は
二
〇
〇
ミ
リ
、
風
速
ほ
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
こ
し
た
。
雨
は
十
七
日
に
集
中
し
た
 
 

の
で
山
く
ず
れ
、
崖
く
ず
れ
、
河
川
の
氾
濫
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
広
島
県
下
の
死
者
、
行
方
不
明
者
合
わ
せ
て
二
、
0
0
0
人
を
こ
 
 

す
も
の
で
あ
っ
た
。
農
地
被
害
も
流
失
田
畑
四
、
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
冠
水
田
畑
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
規
模
で
あ
っ
た
。
石
 
 

嶽
山
は
各
所
で
く
ず
れ
、
川
の
堤
防
も
各
所
で
流
さ
れ
た
。
道
上
川
と
石
風
呂
川
、
道
上
川
と
呉
地
川
の
合
流
点
で
は
、
流
れ
こ
む
 
 

水
に
よ
っ
て
洪
水
と
な
り
、
水
田
が
砂
で
埋
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
久
保
地
な
ど
家
屋
が
水
に
洗
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
で
た
。
 
 

熊
野
川
や
、
そ
の
支
流
の
三
谷
川
、
雲
母
川
な
ど
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
特
に
新
宮
で
は
痛
ま
し
い
崖
く
ず
れ
が
あ
っ
た
。
二
軒
家
 
 

畳
が
一
瞬
に
し
て
そ
の
下
敷
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
、
三
人
の
死
者
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
終
戦
直
後
の
こ
と
と
て
男
手
も
少
な
 
 

く
、
 深
夜
人
々
は
み
な
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
米
子
付
近
か
ら
日
本
海
に
ぬ
け
た
ル
ー
ス
台
風
が
あ
り
、
復
旧
の
お
く
れ
た
河
川
で
は
、
そ
の
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第
五
章
 
近
 
 
 
代
 
 

っ
め
あ
と
を
深
く
し
た
。
し
か
し
熊
野
町
の
場
合
農
作
物
の
被
害
は
稲
穂
が
倒
れ
る
程
度
だ
っ
た
。
 
 
 

昭
和
二
十
八
年
七
月
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
の
豪
雨
（
二
〇
〇
ミ
リ
近
く
）
で
は
、
今
の
呉
地
ダ
ム
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
土
堰
堤
が
 
 

破
壊
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
ほ
六
月
下
旬
の
二
三
甲
、
、
り
の
雨
の
後
だ
け
に
土
木
被
害
が
一
層
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
家
屋
も
二
 
 

軒
流
失
し
、
二
名
の
死
者
を
出
し
た
。
 
 
 

同
じ
熊
野
で
も
、
風
水
害
の
多
い
新
宮
、
初
神
、
呉
地
、
川
角
と
、
干
害
に
弱
い
平
谷
、
萩
原
、
城
之
堀
に
分
け
ら
れ
る
D
し
か
 
 

し
、
近
ご
ろ
、
ひ
で
り
に
耐
え
る
力
は
か
な
り
強
く
な
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
以
降
、
地
下
水
を
ポ
ソ
プ
ア
ッ
プ
し
て
田
畑
k
と
る
 
 

よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

地
域
を
問
わ
ず
被
害
の
大
き
い
の
は
二
化
め
い
虫
稲
虫
（
う
ん
か
）
の
発
生
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
は
全
国
的
に
は
一
 
 

〇
県
を
巻
き
込
む
虫
害
が
あ
り
、
熊
野
で
も
虫
送
り
の
新
藤
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
年
は
四
分
五
厘
作
と
い
わ
れ
 
 

る
ほ
ど
の
減
収
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
か
ら
四
十
年
ご
ろ
ま
で
、
毎
年
の
よ
う
に
う
ん
か
が
発
生
し
、
平
 
 

年
作
の
五
、
六
分
作
し
か
収
穫
が
な
か
っ
た
。
農
家
で
は
七
月
上
旬
の
植
え
付
け
後
の
「
泥
落
と
し
」
の
休
み
（
田
休
み
）
に
、
神
社
 
 

で
虫
除
け
の
お
札
を
受
け
て
竹
に
は
さ
み
、
田
の
ほ
と
り
に
立
て
て
い
た
。
う
ん
か
が
発
生
し
た
時
に
は
、
ふ
つ
う
夏
の
暑
い
盛
り
 
 

に
、
子
ど
も
の
手
ま
で
借
り
て
防
除
し
た
。
ノ
ウ
ト
ク
油
を
田
に
ま
い
て
、
そ
の
水
で
株
や
穂
に
い
る
う
ん
か
を
洗
い
流
す
作
業
で
 
 

あ
る
。
近
ご
ろ
で
は
地
域
ぐ
る
み
の
薬
剤
散
布
に
よ
っ
て
防
除
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
干
害
を
は
じ
め
風
水
害
そ
の
 
 

他
の
被
害
ほ
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
以
後
の
水
稲
の
被
害
状
況
を
み
る
と
、
表
5
8
－
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

そ
の
な
か
で
被
害
の
多
か
っ
た
昭
和
四
十
五
年
、
四
十
八
年
の
被
害
地
区
は
と
も
に
町
内
一
円
で
あ
っ
た
。
前
者
は
風
害
と
病
害
に
 
 

ょ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
干
害
、
倒
伏
害
、
虫
害
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
大
の
も
の
は
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
で
あ
り
、
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表5－8－3  っ
て
い
る
。
 
 

し
か
し
、
最
近
は
農
業
共
済
制
度
の
発
達
な
ど
に
よ
り
、
農
作
物
の
減
収
に
対
し
て
保
険
金
が
支
払
わ
れ
、
被
害
農
家
も
救
済
さ
 
 

れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
 
 

上
申
書
の
提
出
 
 

昭  
和  3割以上  年   

45  4，380a  1，099a  23，091也   

46  2，567   876  11，304   

47   343   146   2，508   

48  4，619   249  31，994   

49  1，427   537  7，140   

50  2，726   452  17，274   

51  2，364   176  12，977   

52  1，128   413   4，603   

53  5，111   684  65，971   

54   600   355   5，369   

55  2，493  1，168  20，953   

56   181  172   2，171   

（38筆）  
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二
 
本
正
村
の
上
申
書
 
 
 

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
三
月
二
十
日
、
本
庄
村
長
其
藤
斎
た
苗
代
の
六
五
名
の
連
署
で
次
の
上
申
書
が
提
出
 
 

さ
れ
て
い
る
暇
那
錆
Ⅶ
肇
J
閑
地
村
。
 
 

熊野町農業共済組合資料より  

六
月
十
五
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
の
平
谷
、
城
之
堀
、
 
 

初
神
を
中
心
と
す
る
干
害
と
九
月
十
五
日
、
十
六
日
に
町
 
 

内
全
域
に
わ
た
る
風
害
を
被
っ
た
。
当
時
の
災
害
状
況
 
 

は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
田
植
時
に
雨
不
足
 
 

の
為
、
移
植
不
能
耕
地
続
発
、
そ
の
後
雨
水
不
足
続
き
枯
 
 

死
す
る
も
の
多
し
、
収
穫
皆
無
耕
地
大
発
生
し
文
台
風
十
 
 

八
号
に
よ
り
倒
伏
も
あ
り
大
異
常
と
な
る
」
逆
に
昭
和
五
 
 

十
五
年
の
場
合
は
田
植
時
期
に
雨
天
続
き
で
、
日
照
不
 
 

足
、
冷
害
、
倒
伏
、
イ
モ
チ
等
に
よ
り
、
異
常
被
害
と
な
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第
五
章
 
近
 
 
 
代
 
 

上
 
申
 
書
 
 
 

右
ハ
今
般
私
共
米
石
ハ
高
直
こ
付
誠
二
困
難
仕
慎
二
付
地
方
税
並
二
村
税
上
納
出
来
難
致
候
二
付
戸
等
割
御
組
立
被
成
下
度
様
此
段
通
署
ヲ
以
 
 

テ
上
申
仕
慌
也
 
 

明
治
三
十
年
三
月
二
十
日
 
 

本
庄
村
長
 
真
髄
 
所
殿
 
 

0
0
0
0
0
0
ほ
か
 
 
 

ま
た
、
三
月
二
十
六
日
に
は
、
押
込
の
組
長
と
他
三
名
の
連
署
で
、
軍
一
十
七
日
に
ほ
栃
原
の
人
民
総
代
以
下
七
名
の
連
署
で
、
 
 

さ
ら
に
五
月
二
十
日
に
は
平
谷
の
一
一
名
の
連
署
で
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
上
申
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
平
谷
の
も
の
は
次
の
と
お
り
 
 

で
あ
る
。
 
 上

 
申
 
書
 
 

〔
マ
マ
）
 
 

（
マ
マ
）
 
 
 

本
村
税
年
々
増
加
セ
ル
二
付
赤
貧
者
困
難
致
信
二
付
納
税
儀
譲
二
堪
へ
ズ
憤
間
何
卒
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
村
税
戸
別
割
呈
収
法
万
二
就
キ
戸
 
 

等
組
織
被
成
下
庶
依
之
避
暑
ヲ
以
此
段
上
申
幌
也
 
 

明
治
三
十
年
五
月
二
十
日
 
 

本
庄
村
長
 
英
藤
 
蘭
殿
 
 

本
庄
村
大
字
平
谷
一
一
名
印
 
 
 

こ
れ
ら
の
上
申
書
は
す
べ
て
村
税
が
年
々
増
加
し
て
納
付
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
そ
れ
ま
で
の
戸
別
割
徴
収
方
法
 
 

を
戸
等
割
に
組
織
が
え
し
て
は
し
い
と
要
求
し
て
い
る
。
上
申
に
名
を
連
ね
て
い
る
人
々
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
ろ
う
か
。
苗
代
 
 

ほ
全
戸
数
の
半
数
近
く
で
あ
る
。
他
の
地
区
は
一
部
、
し
か
も
組
長
や
総
代
と
あ
る
よ
う
に
そ
の
地
区
の
な
か
で
は
、
ゆ
た
か
で
発
 
 

言
権
の
強
い
人
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
年
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
な
ぜ
上
申
番
が
提
出
さ
れ
た
の
か
。
日
清
戦
争
を
契
機
に
国
税
・
地
方
税
、
特
に
村
税
が
増
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明   明  

年   
七  
年  

地  

（5   5   
（  七 二  七 四   

八 ・円  八 ・円  C）五  ○（⊃   

租   
九   

国 税                              人 九  人 六        六  免牛 許璧  （  ● 円  ．（  ●円   九 ○  六 五  人 ⊂）  人 〔〕  国 税買  ） ○  ） ○  六  六  菓  ●円  ●円  毛 玉  宍 ○  子    人  税  ）（⊃  ＼J O      所  （  ■円  （■円 一○  人 穴  人 四  得 税  ） ○  ）（⊃  ○  ○  牽  （  一円  ニ ー円  人 云  人 云  税  ）（⊃  ＼J O   
五二  地   

／へ ， 

地  
天五 ）八  △凱  割   

二4  ＝冬   営   

方  
五 二  
人 二   
） 五   人（⊃  割     ）（⊃  

税  
二 ・門  ‾  ■ 円  別数   
三 七  二 五   

ノ 

注
 
明
治
二
十
八
年
の
地
方
税
に
雑
椎
税
六
円
八
七
二
 
（
十
三
）
が
加
わ
る
。
 
 

表
5
1
兵
5
 
本
庄
村
の
村
税
の
納
付
鰐
と
納
付
人
口
 
（
歳
入
決
算
関
に
よ
る
）
 
 

表
5
－
8
－
4
 
本
庄
村
の
国
税
・
地
方
税
の
納
付
額
と
納
付
人
口
 
 

第
八
節
 
災
害
・
社
会
問
題
 
 

（
 
）
は
納
税
人
員
 
 

加
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ほ
国
や
県
の
委
任
 
 

事
務
が
村
に
し
わ
よ
せ
さ
れ
て
い
っ
た
か
 
 

ら
で
も
あ
る
。
 
 

特
に
こ
の
明
治
三
十
年
、
本
庄
村
に
お
 
 

い
て
ほ
、
広
島
県
の
訓
令
に
基
づ
く
村
地
 
 

図
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 
 

そ
の
た
め
、
 
 
 

（
第
九
号
）
 
 
 

村
地
図
調
整
方
法
 
 

明
治
三
十
年
度
歳
入
出
追
加
予
算
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第
玉
章
 
近
 
 
 
代
 
 （

第
一
〇
号
）
 
 
 

（
第
二
号
）
 
 

特
別
村
税
徴
収
方
法
 
 

が
T
月
三
十
日
村
議
会
に
提
案
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
れ
に
よ
る
と
四
八
六
円
六
〇
銭
二
厘
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
左
の
名
称
及
び
税
率
で
特
別
村
税
が
村
民
に
賦
課
さ
れ
て
 
 

い
く
。
 
 

一
、
反
別
割
 
壱
反
歩
二
付
 
金
三
銭
玉
屋
 
 

総
反
別
予
算
高
 
二
六
四
丁
八
反
二
畝
 
 

九
二
門
六
九
銭
二
厘
 
 
 

一
、
地
番
割
 
壱
地
番
二
付
 
金
三
銭
六
厘
 
 

総
地
番
数
予
算
一
万
九
四
二
 
 

≡
九
三
門
九
一
銭
二
厘
 
 

ほ
か
に
、
こ
の
年
に
は
村
と
し
て
明
治
二
十
八
年
村
公
債
で
建
設
さ
れ
た
伝
染
病
隔
（
離
）
所
の
公
債
元
金
四
八
二
円
五
二
銭
そ
の
 
 

公
債
利
子
金
二
八
円
九
五
銭
一
厘
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
捻
出
の
た
め
、
地
価
割
、
制
限
の
地
租
の
七
分
の
一
（
一
 
 

分
四
厘
余
）
に
加
え
、
制
限
を
超
過
す
る
一
分
五
厘
余
（
合
わ
せ
て
三
分
弱
）
を
町
村
制
一
二
六
条
に
よ
り
大
蔵
大
臣
（
松
方
正
義
）
に
稟
請
 
 

し
て
許
可
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
六
月
二
十
九
日
に
許
可
）
。
 
 

り
、
割
り
方
に
つ
い
て
関
心
が
も
た
れ
た
の
ほ
当
然
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
区
（
川
角
を
除
く
）
の
上
申
書
も
戸
別
割
室
戸
等
割
に
す
 
 
 

上
申
書
問
題
の
背
景
 
 

村
税
に
は
地
価
割
の
は
か
戸
別
割
や
営
業
割
が
あ
っ
た
。
営
業
割
に
多
く
を
望
め
な
い
こ
の
地
方
で
は
、
 
 

戸
別
割
に
期
待
を
つ
な
ぐ
他
は
な
い
。
戸
別
割
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
村
民
の
協
議
に
ま
か
さ
れ
て
お
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る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
 
 

サ
ン
ュ
∵
つ
 
 
戸
別
割
は
、
ご
く
一
部
の
免
除
者
を
除
き
「
村
内
－
二
家
ヲ
樵
ヱ
蜃
炊
ヲ
ナ
ス
者
」
に
賦
課
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
庄
村
で
は
 
 

こ
の
戸
別
割
で
≡
六
一
円
二
〇
銭
を
徴
収
す
る
予
算
で
あ
っ
た
。
四
二
〇
戸
で
平
均
八
六
銭
と
な
る
。
本
庄
村
の
戸
数
は
四
四
〇
で
 
 

あ
る
か
ら
、
四
二
〇
戸
と
は
殆
ん
ど
と
い
え
る
。
毎
戸
平
等
の
賦
課
と
残
り
は
納
租
者
点
数
表
（
地
租
祇
に
よ
り
点
数
が
あ
る
）
に
よ
る
 
 

点
数
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ
た
賦
課
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
 
 
 

五
月
二
十
三
日
提
出
の
二
〇
号
試
案
「
本
庄
村
地
方
税
中
戸
数
割
賦
課
徴
収
方
法
」
に
よ
る
と
平
等
割
に
各
戸
一
〇
銭
、
点
数
表
 
 

は
二
〇
銭
以
上
一
円
ま
で
は
一
点
、
二
門
ま
で
は
二
点
と
な
り
、
六
六
円
ま
で
は
二
九
点
、
七
〇
円
ま
で
は
三
〇
点
、
し
か
も
「
七
 
 

〇
円
以
上
を
納
む
る
老
は
其
八
円
を
増
す
ご
と
に
一
点
を
加
う
」
と
な
っ
て
い
て
、
地
租
納
付
額
の
多
さ
は
ど
に
は
点
数
は
増
え
な
 
 

い
し
く
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
六
月
五
日
の
決
議
書
「
明
治
三
十
年
度
歳
入
出
漁
罪
表
中
修
正
方
法
」
に
よ
る
と
平
等
 
 

割
は
地
方
税
戸
数
割
の
三
割
五
分
と
し
、
そ
の
残
額
を
点
数
制
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
点
数
は
五
〇
銭
ま
で
が
一
点
、
一
円
ま
で
 
 

が
二
点
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
六
円
ま
で
か
ら
次
第
に
地
租
額
と
点
数
と
の
割
合
は
低
く
な
り
六
四
円
ま
で
が
二
八
点
、
七
二
 
 

円
ま
で
が
二
九
点
と
、
二
〇
号
議
案
よ
り
も
さ
ら
に
上
に
軽
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
貧
し
い
者
は
ど
重
税
に
苦
 
 

し
む
こ
と
に
な
る
。
上
申
普
の
要
求
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

川
角
か
ら
の
上
申
書
は
見
当
た
ら
な
い
。
当
時
、
本
庄
村
の
収
入
役
は
、
川
角
の
織
田
信
四
郎
で
あ
っ
た
。
信
四
郎
は
、
柑
が
償
 
 

還
す
べ
き
二
十
九
年
度
公
債
利
子
金
二
八
円
九
五
銭
一
度
の
寄
付
願
い
を
村
長
あ
て
に
出
し
て
受
け
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
 
 

な
行
為
と
、
川
角
か
ら
の
上
申
召
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

明
治
三
十
二
年
の
予
算
表
を
み
る
と
、
地
仙
割
は
制
限
内
の
一
割
四
分
二
厘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
夫
役
が
加
わ
っ
て
い
る
。
 
 

全
戸
数
四
三
〇
に
つ
き
〓
P
あ
た
り
二
人
夫
役
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
人
夫
役
は
二
〇
銭
で
あ
る
。
ま
た
戸
別
割
で
は
地
方
税
戸
 
 

第
八
郎
 
災
害
・
社
会
問
題
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弟
玉
章
 
近
 
 
 
代
 
 

数
割
予
算
金
二
四
一
円
八
六
銭
の
二
こ
ハ
六
倍
と
な
り
負
担
が
さ
ら
に
重
く
な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に
も
三
十
三
年
か
ら
は
地
租
割
 
 

の
制
限
が
七
分
の
一
か
ら
五
分
の
一
竪
局
め
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
 
 

村
会
議
員
で
萩
原
の
区
長
も
務
め
て
い
た
窓
々
田
次
太
郎
氏
宅
に
あ
る
記
録
の
な
か
に
、
共
同
苗
代
に
関
す
る
お
よ
 
 
 

共
同
苗
代
 
 

そ
三
種
額
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
共
同
苗
代
の
実
行
に
関
す
る
も
の
で
、
「
共
同
苗
代
地
選
定
簿
」
「
共
 
 

同
地
及
び
苗
代
種
届
」
な
ど
で
あ
り
、
第
二
は
共
同
苗
代
地
除
外
を
求
め
る
請
願
な
ど
で
、
明
治
四
十
一
年
十
二
月
だ
け
で
四
件
あ
 
 

る
。
第
三
は
、
村
長
世
良
実
三
郎
、
助
役
三
地
清
人
、
書
記
梶
山
定
実
に
つ
い
て
の
寛
大
な
処
置
を
求
め
る
広
島
地
方
裁
判
所
予
審
 
 

判
事
宛
て
の
歎
願
書
で
、
こ
れ
が
五
件
残
っ
て
い
る
鑓
霜
確
料
」
。
 
 
 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
一
月
、
広
島
県
知
事
に
な
っ
た
宗
像
政
は
、
農
事
改
良
を
重
要
施
策
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
そ
の
う
ち
 
 

米
麦
作
改
良
で
は
、
当
時
効
果
を
あ
げ
て
い
た
六
つ
の
方
法
を
強
調
し
て
、
そ
の
年
の
三
月
に
は
六
大
必
行
事
項
と
名
付
け
、
そ
の
 
 

実
行
を
強
力
に
押
し
進
め
た
。
そ
の
な
か
の
「
塩
水
選
種
法
」
、
「
稲
正
粂
植
」
な
ど
は
順
調
に
普
及
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
 
 

が
、
共
同
苗
代
は
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
知
事
は
こ
れ
を
全
県
下
に
実
行
さ
せ
よ
う
と
、
八
月
七
日
、
「
共
 
 

同
苗
代
設
置
規
則
」
（
県
令
第
七
〇
号
）
を
公
布
し
た
。
こ
の
規
則
で
は
水
稲
の
苗
代
は
す
べ
て
共
同
苗
代
と
す
る
こ
と
に
し
、
共
同
苗
 
 

代
を
「
採
種
浸
稀
選
耗
捕
椛
整
地
管
理
病
虫
害
ノ
駆
除
予
防
其
他
水
稲
ノ
苗
代
二
関
ス
ル
一
切
ノ
作
業
ヲ
共
同
経
営
ス
ル
」
と
定
義
 
 

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
「
部
落
又
ハ
其
他
ノ
区
域
ニ
ヨ
リ
共
同
苗
代
組
合
ヲ
設
」
け
る
こ
と
に
な
り
、
「
共
同
ノ
事
務
ヲ
処
理
ス
 
 

ル
為
メ
管
理
者
ヲ
設
ク
ヘ
シ
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
採
種
田
選
定
薄
」
な
ど
に
萩
原
組
合
と
あ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
り
、
「
共
同
地
 
 
 

三
 
共
同
苗
代
事
件
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及
び
苗
代
種
届
」
に
は
「
一
五
升
 
モ
チ
種
子
 
一
四
斗
 
イ
セ
ニ
シ
キ
種
子
 
一
武
斗
 
ク
レ
バ
ソ
ゼ
ソ
種
子
 
 

一
壱
斗
 
チ
ョ
ウ
シ
ウ
ワ
セ
種
子
＝
…
」
と
あ
る
。
共
同
地
と
し
て
中
井
秀
四
郎
（
九
升
）
分
と
尺
田
健
次
郎
（
六
斗
六
升
）
分
の
土
 
 

地
が
あ
り
、
両
者
連
名
で
萩
原
区
長
・
窓
々
田
次
太
郎
宛
に
届
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
組
合
の
管
理
者
は
志
々
田
だ
っ
た
 
 

と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

規
則
は
、
土
地
の
情
況
に
よ
り
、
共
同
百
代
が
不
可
能
な
場
合
、
郡
市
長
径
由
で
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
と
し
、
そ
う
で
な
 
 

い
場
合
、
「
拘
留
又
ハ
科
料
二
処
ス
」
と
き
び
し
い
姿
勢
で
実
行
を
せ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
九
月
二
十
九
日
に
は
す
で
に
実
施
し
 
 

て
い
た
「
成
績
優
秀
町
村
二
十
二
か
町
村
お
よ
び
成
績
優
秀
組
合
二
七
四
組
合
を
表
彰
」
閉
場
史
』
す
る
な
ど
、
初
め
か
ら
硬
軟
お
 
 

り
ま
ぜ
て
の
県
の
態
度
で
あ
っ
た
。
 
 

明
治
四
十
一
年
十
二
月
分
の
請
願
の
第
一
は
、
十
五
日
の
知
事
宛
て
で
「
熊
野
村
ハ
土
地
高
ク
シ
テ
水
乏
シ
ク
地
形
 
 
 

反
対
運
動
 
（
†
マ
）
 
 

高
抵
ア
リ
テ
」
共
同
苗
代
設
置
が
困
難
な
の
で
免
除
し
て
ほ
し
い
と
い
う
請
願
で
あ
り
、
請
願
者
は
地
主
と
あ
る
。
 
 

同
じ
十
五
日
付
で
「
懇
願
書
」
が
あ
り
、
「
農
民
救
済
同
盟
会
諸
君
二
申
ス
」
と
あ
り
、
前
と
同
じ
理
由
を
つ
け
て
「
県
令
解
除
／
 
 

蓋
然
ル
ヘ
ク
」
と
願
っ
て
い
る
。
次
は
、
二
十
四
日
の
も
の
で
、
熊
野
村
農
民
か
ら
知
事
宛
の
請
願
で
あ
る
。
先
の
理
由
を
さ
ら
に
 
 

具
体
的
に
述
べ
る
と
と
も
に
相
関
を
運
搬
す
る
の
に
多
く
の
夫
役
が
い
る
こ
と
、
ひ
と
り
で
敷
か
所
、
十
数
か
所
の
共
同
苗
代
に
加
 
 

入
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
管
理
者
の
給
料
な
ど
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
「
本
村
全
部
共
同
苗
代
設
置
ヲ
除
外
 
 

卜
被
成
下
供
様
農
民
一
同
連
署
ヲ
以
テ
伏
テ
奉
請
願
侯
也
」
と
い
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
反
対
は
熊
野
村
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
十
月
、
安
佐
郡
の
大
林
村
と
安
村
で
は
陳
情
や
請
隣
を
行
っ
て
い
 
 

た
。
そ
の
後
安
芸
、
高
田
、
双
三
の
各
郡
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
反
対
運
動
は
熊
野
村
と
同
じ
く
共
同
百
代
 
 

除
外
の
措
置
を
求
め
る
こ
と
が
そ
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
「
窓
々
田
家
資
料
」
の
中
に
、
十
二
月
と
だ
け
あ
っ
て
だ
れ
が
 
 

第
八
節
 
災
窯
・
社
会
問
題
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第
玉
章
 
近
 
 
 
代
 
 

書
い
た
か
も
、
実
際
に
提
出
さ
れ
た
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
建
白
書
が
残
っ
て
い
る
。
 
 

建
 
白
 
容
 
 

誠
恐
誠
憧
謹
テ
 
 
 

内
務
大
臣
閣
下
二
自
ス
惟
ン
ミ
ル
ニ
我
力
鹿
島
條
知
事
宗
像
廠
氏
ハ
人
物
高
尚
風
穴
宰
遍
ギ
我
々
農
民
ニ
ハ
未
夕
適
度
セ
サ
ル
義
一
思
量
仕
候
 
 

間
柴
碑
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
㌍
テ
建
白
ス
 
 

負
荊
頓
首
 
 

明
治
四
十
一
年
十
二
月
 
 

鹿
島
豚
安
蟄
郡
熊
野
村
 
 

番
 
 
 

内
務
大
臣
宛
に
知
事
の
更
迭
を
求
め
る
、
皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
内
容
で
あ
る
。
 
 
 

同
じ
月
の
十
三
日
、
安
佐
、
山
県
、
高
田
、
安
芸
、
比
婆
の
五
郡
の
有
士
宗
集
ま
り
、
共
同
苗
代
強
制
廃
止
期
成
同
盟
会
を
設
立
 
 

し
た
。
県
会
議
員
も
参
加
し
て
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
支
部
が
郡
・
村
に
ま
で
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
四
十
二
 
 

年
一
月
十
二
日
に
は
、
代
議
士
を
会
長
と
す
る
県
民
大
会
に
ま
で
発
展
し
た
。
そ
こ
で
は
県
令
そ
の
も
の
の
撤
廃
を
求
め
る
と
と
も
 
 

に
、
そ
の
た
め
に
帝
国
議
会
に
話
術
す
る
こ
と
、
代
表
一
九
名
を
選
ん
で
上
京
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。
 
 
 

熊
野
村
で
は
、
県
会
議
員
や
村
長
を
経
験
し
、
そ
の
当
時
は
村
会
議
員
で
あ
っ
た
佐
々
木
売
が
、
志
々
田
次
太
郎
ら
に
こ
の
件
に
 
 

っ
い
て
西
光
寺
に
お
い
て
協
議
す
る
旨
召
集
を
か
け
て
い
る
。
そ
の
会
合
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
 
 

し
、
次
の
よ
う
な
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
四
十
二
年
と
だ
け
あ
っ
て
月
日
が
空
白
の
共
同
苗
代
除
外
願
い
で
、
農
民
総
代
志
々
田
次
 
 

太
郎
名
で
善
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
々
木
売
が
三
月
九
日
、
県
知
事
と
内
務
大
臣
宛
望
息
児
容
を
提
出
す
る
発
議
梨
宍
意
見
書
の
文
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実
は
村
会
議
長
に
一
任
す
る
こ
と
を
含
む
）
を
村
会
に
出
し
、
議
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、
西
光
寺
で
の
会
合
と
関
係
が
あ
る
の
か
 
 

も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
四
十
一
年
の
温
品
村
上
組
、
府
中
村
の
成
績
を
も
と
に
負
担
の
多
い
こ
と
を
述
べ
て
反
対
す
る
「
共
同
苗
代
 
 

二
間
ス
ル
意
見
」
が
安
芸
那
会
に
お
い
て
も
議
決
さ
れ
、
知
事
及
び
内
務
大
臣
覧
二
月
十
九
日
付
で
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

そ
の
と
き
の
安
芸
郡
会
議
長
は
本
庄
村
の
進
（
真
）
藤
野
で
あ
っ
た
。
 
 

当
時
、
地
元
の
代
表
的
新
聞
に
は
中
国
新
開
と
芸
術
日
々
新
聞
が
あ
り
、
共
同
苗
代
反
対
運
動
に
は
芸
術
日
々
新
聞
 
 
 

県
の
対
応
 
 
 
 
 
 
が
 

横
栴
的
だ
っ
た
。
こ
の
新
聞
聖
二
月
二
十
一
日
本
庄
村
で
騒
擾
お
こ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
所
轄
の
呉
警
察
署
 
 

の
二
〇
名
の
警
官
が
陳
情
書
へ
の
捺
印
の
真
偽
を
戸
別
に
た
ず
ね
、
役
場
職
員
を
不
正
捺
印
書
煩
作
成
の
疑
い
で
取
り
調
べ
た
、
と
 
 

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
村
民
六
〇
〇
人
が
役
場
職
員
の
引
渡
し
を
要
求
し
た
事
件
で
あ
る
。
熊
野
村
で
は
、
世
良
、
三
地
、
 
 

梶
山
の
三
名
が
拘
禁
さ
れ
た
。
欺
願
書
に
は
、
「
三
名
ノ
老
共
性
温
和
真
実
ニ
シ
テ
平
素
ノ
行
動
悪
意
ナ
キ
ヲ
信
ズ
今
回
ノ
事
件
ノ
 
 

如
キ
ハ
誰
氏
モ
驚
然
ノ
至
り
」
と
い
い
、
別
の
款
願
書
で
は
「
多
年
鮨
野
村
々
政
ヲ
調
理
シ
未
夕
嘗
テ
何
等
非
行
ナ
キ
ハ
勿
論
一
点
 
 

其
職
責
上
非
難
ヲ
受
ケ
シ
寮
ナ
シ
」
と
述
べ
、
三
名
の
放
免
を
求
め
て
い
る
。
村
長
が
村
会
議
長
を
兼
ね
て
お
り
、
本
庄
村
の
例
の
 
 

よ
う
に
共
同
苗
代
反
対
の
運
動
が
役
場
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
お
こ
っ
た
拘
禁
で
あ
る
。
五
件
の
欺
願
垂
H
の
う
ち
、
差
 
 

出
人
と
日
付
が
あ
る
の
は
一
件
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
十
一
月
二
十
日
で
あ
り
、
熊
野
村
在
郷
軍
人
会
々
員
と
あ
る
。
そ
の
後
 
 

∵
‥
∴
 
 

で
、
こ
の
歎
願
書
に
同
意
す
る
者
に
は
自
書
と
実
印
（
検
印
・
栂
印
）
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
は
三
地
と
梶
山
は
釈
放
さ
れ
て
 
 

い
た
の
か
、
二
人
の
名
前
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

県
知
事
は
こ
の
よ
う
な
強
硬
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
反
面
、
三
月
二
十
三
日
の
発
言
の
な
か
で
は
、
苗
代
地
を
本
場
、
分
場
、
除
 
 

外
地
の
三
種
に
分
け
、
郡
長
と
町
村
長
の
協
議
で
除
外
地
を
認
め
る
と
と
も
に
、
分
場
と
い
う
共
同
の
原
則
を
く
ず
す
や
り
方
も
認
 
 

め
て
い
る
。
志
々
田
家
の
資
料
の
な
か
に
も
、
「
分
場
共
同
苗
代
人
名
0
0
」
と
書
か
れ
た
断
片
が
あ
る
。
 
 

算
入
節
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（
佐
々
木
、
志
々
田
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
志
々
田
は
萩
原
の
区
長
で
も
あ
っ
た
。
ほ
か
に
農
民
、
地
主
、
在
郷
軍
 
 

人
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
署
名
が
な
い
の
で
だ
れ
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。
村
長
や
区
長
も
、
共
同
苗
代
に
反
対
し
て
い
た
と
は
 
 

い
え
、
そ
の
実
施
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
村
政
に
か
か
わ
る
人
々
は
、
県
の
命
令
を
実
行
し
な
が
ら
他
地
域
の
 
 

動
き
を
見
な
が
ら
農
民
・
地
主
の
要
求
の
先
頭
に
立
つ
と
い
う
矛
盾
し
た
立
場
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

村
長
は
四
十
二
年
十
二
月
二
十
日
の
議
事
録
に
「
刑
事
被
告
事
件
後
審
決
定
二
付
キ
村
長
ノ
職
ハ
自
然
解
職
セ
リ
」
と
あ
り
、
伊
 
 

－
1
－
 
藤
太
三
郎
に
か
わ
る
。
四
十
三
年
三
月
十
八
日
の
県
へ
の
事
務
報
告
書
に
は
、
四
十
二
年
の
共
同
苗
代
に
つ
い
て
「
明
治
四
十
二
年
 
 

以
来
共
同
苗
代
設
置
規
則
発
布
セ
ラ
レ
又
ハ
近
来
正
条
権
力
塩
水
選
種
法
等
ニ
テ
非
常
之
事
務
多
用
ナ
リ
思
7
ニ
実
業
ハ
国
家
財
政
 
 

上
ノ
板
木
ナ
レ
バ
看
過
ス
ル
ノ
除
地
ナ
シ
」
と
し
て
、
何
ご
と
も
な
か
っ
た
よ
う
に
容
か
れ
て
い
る
。
県
知
事
宗
像
政
の
在
職
は
四
 
 

十
五
年
三
月
二
十
八
日
ま
で
続
く
。
世
良
実
三
郎
は
大
正
四
年
十
一
月
、
再
び
村
長
に
返
り
咲
い
て
い
る
。
 
 
 

第
玉
章
 
近
 
 
代
 
 
 

四
月
二
十
一
日
に
は
、
琴
一
回
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
令
第
七
〇
号
の
撤
廃
、
県
知
事
の
不
信
任
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。
し
 
 

か
も
、
運
動
方
針
の
な
か
に
は
赤
十
字
社
、
愛
国
婦
人
会
な
ど
に
対
す
る
寄
付
行
為
を
拒
絶
す
る
こ
と
や
斯
民
会
（
民
風
指
導
、
産
業
 
 

勧
奨
な
ど
を
は
か
る
地
域
の
有
力
者
の
組
織
）
を
解
散
す
る
こ
と
な
ど
も
入
っ
て
お
り
、
共
同
苗
代
反
対
運
動
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
 
 

ら
な
く
な
っ
た
。
 
 
 

七
月
二
十
四
日
に
は
、
規
則
の
一
部
を
改
正
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
共
同
苗
代
の
強
制
を
緩
和
し
、
除
外
例
を
郡
市
長
の
権
限
 
 

に
委
ね
る
大
幅
な
譲
歩
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
反
対
者
を
勇
気
づ
け
、
十
二
月
八
日
の
県
会
で
は
規
則
の
廃
止
が
大
多
数
の
賛
成
で
可
 
 

決
さ
れ
、
九
日
県
知
事
も
こ
れ
を
認
め
た
。
 
 

熊
野
で
の
終
焉
 
 

熊
野
村
で
共
同
苗
代
に
反
対
し
た
人
の
な
か
で
名
前
の
わ
か
る
の
は
、
村
長
、
助
役
、
書
記
一
名
、
村
議
二
名
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目
の
県
で
あ
る
。
騒
動
は
早
く
も
八
月
九
日
、
三
次
町
で
始
ま
り
、
米
の
移
出
阻
止
と
、
米
毘
へ
の
襲
撃
を
行
っ
て
い
る
。
広
島
市
 
 

に
も
、
こ
の
よ
う
す
が
十
日
に
は
伝
わ
り
、
十
一
日
に
は
夜
の
集
合
を
も
つ
に
至
っ
た
。
そ
し
て
十
二
、
十
三
日
に
は
米
価
の
引
き
 
 

下
げ
要
求
を
掲
げ
て
米
問
屋
や
小
売
商
を
襲
い
、
更
に
酒
、
培
帥
な
ど
の
廉
売
も
要
求
す
る
な
ど
最
高
潮
に
達
し
た
。
県
下
の
運
動
 
 

を
三
次
・
広
島
で
み
て
も
全
国
的
な
闘
争
内
容
の
う
ち
小
作
争
議
と
の
結
合
を
除
い
た
す
べ
て
を
含
ん
で
い
た
。
 
 

熊
野
村
で
も
十
四
日
に
騒
動
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
つ
十
三
日
の
午
後
、
呉
の
二
河
公
園
に
多
く
の
人
々
 
 
 

熊
野
の
状
況
 
 

が
集
合
し
、
米
価
引
き
下
げ
の
対
策
を
話
し
合
い
、
米
屋
に
押
し
か
け
、
廉
売
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
広
島
市
 
 

か
ら
の
影
響
に
よ
り
、
十
三
日
夜
に
は
海
田
や
矢
野
で
も
米
騒
動
が
あ
っ
た
。
熊
野
の
米
騒
動
は
呉
や
矢
野
・
海
田
と
関
係
が
あ
っ
 
 

た
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
間
の
よ
う
す
は
わ
か
ら
な
い
。
熊
野
で
は
十
四
日
の
午
後
八
時
頃
、
神
社
や
寺
院
の
釣
鐘
や
太
鼓
を
合
図
 
 

に
桝
山
神
社
境
内
忙
約
三
〇
〇
人
が
手
に
提
灯
を
持
っ
て
集
合
し
て
い
る
。
そ
し
て
熊
野
村
き
っ
て
の
豪
農
や
三
肝
の
米
穀
商
を
次
 
 

々
に
襲
っ
て
歩
い
た
。
電
球
を
壊
し
て
屋
内
に
入
り
、
戸
、
障
子
、
そ
の
他
の
器
具
な
ど
を
手
当
り
次
第
に
破
壊
し
、
翌
朝
一
時
頃
 
 

解
散
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
一
軒
の
米
穀
商
は
米
の
買
い
占
め
を
し
た
と
い
う
の
で
、
前
後
三
回
に
わ
た
り
襲
撃
を
受
け
て
 
 

い
る
。
地
主
な
ど
、
資
産
家
・
米
穀
商
へ
の
襲
撃
で
あ
る
。
熊
野
で
の
米
騒
動
を
鎮
圧
す
る
た
め
軍
隊
（
三
〇
人
）
の
出
動
も
要
請
さ
 
 

れ
た
と
い
う
耶
雛
鞘
韓
庸
誰
頭
韻
堵
。
 
 

第
八
節
 
災
害
∴
社
会
問
題
 
 

米
騒
動
の
は
じ
ま
リ
 
 

四
 
米
 
騒
 
動
 
 
 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
七
月
、
富
山
県
魚
津
の
婦
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
米
騒
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
米
騒
 
 

動
は
広
島
県
下
で
も
四
市
一
九
町
二
〇
か
村
を
巻
き
込
ん
だ
。
全
国
的
に
も
参
加
人
員
の
多
さ
で
は
七
番
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第
五
章
 
近
 
 
 
代
 
 
 

大
正
七
牛
八
月
二
十
二
日
の
『
中
国
新
聞
』
は
一
一
名
の
検
事
局
送
り
を
伝
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
熊
野
町
役
場
所
蔵
文
書
」
 
 

に
よ
る
と
〓
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
う
ち
一
名
は
呉
市
で
の
米
騒
動
の
参
加
者
で
あ
る
が
本
籍
・
出
生
が
熊
野
村
で
あ
る
た
め
に
加
 
 

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
名
は
あ
と
か
ら
検
挙
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
熊
野
村
で
の
米
騒
動
の
検
挙
者
は
一
 
 

二
名
で
あ
る
。
熊
野
の
米
騒
動
の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
に
検
挙
者
の
職
業
・
年
齢
た
ど
を
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

表
5
－
8
－
6
 
検
事
処
分
者
の
職
業
 
 

蓑
5
1
8
－
8
 
 

表
5
8
－
－
 
検
事
処
分
者
 
 

検
察
処
分
者
の
起
訴
理
由
 
 

年
齢
別
（
大
正
七
年
十
二
月
現
在
）
 
 

率
先
助
勢
・
住
居
侵
入
ほ
懲
役
三
か
月
か
ら
八
か
月
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

な
お
、
 
 熊
野
村
で
の
駈
挺
率
先
助
勢
は
罰
金
刑
か
ら
懲
役
三
か
月
ま
で
騒
擾
 
 

吾
川
光
貞
『
所
謂
米
騒
動
事
件
の
研
究
』
な
ど
に
、
筆
職
工
t
一
人
 
 

と
あ
る
の
は
、
熊
野
村
の
＊
印
を
付
し
た
一
〇
人
と
呉
市
に
住
む
筆
 
 

和
製
遺
著
を
合
わ
せ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
筆
軸
製
造
者
が
 
 

呉
と
熊
野
の
米
騒
動
を
結
び
つ
け
た
一
本
の
糸
で
あ
る
か
も
し
れ
な
 
 

。
 
 

＊合計すると8，167   

となるが、くい違   

う18名については   

不明  
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後
、
こ
れ
を
検
査
引
致
す
る
の
方
法
を
講
じ
」
て
い
た
が
、
同
じ
よ
う
な
方
法
が
熊
 
 

野
で
も
と
ら
れ
て
い
た
と
、
当
時
を
知
る
人
は
言
っ
て
い
る
。
 
 
 

米
騒
動
へ
の
村
の
対
応
は
恩
賜
金
及
び
救
済
金
な
ど
を
使
っ
て
米
の
廉
売
を
行
わ
せ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
の
米
の
中
に
は
外
国
 
 

第
八
節
 
災
害
・
社
会
問
題
 
 

○
安
塾
郡
通
信
 
 

▲
思
l
捕
食
配
置
 
渠
が
酎
に
 
1
 
 
i
l
▲
人
 
■
、
．
・
【
り
 
 
こ
＜
亘
・
」
 
 
♪
▲
 
 

依
り
絶
佳
の
性
情
に
脚
線
ん
・
螺
す
も
タ
探
 
 

く
卯
衿
含
沌
は
さ
h
真
に
卯
†
l
じ
に
〃
成
 
 

‖
“
ぐ
人
■
い
 
た
ろ
M
速
星
ハ
千
九
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七
十
三
紺
を
郡
n
 
 

二
十
七
ケ
損
に
鋸
根
ゼ
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れ
仁
る
が
仁
 
一
－
－
t
ん
 
 
 
 
 
ヽ
・
－
 
，
，
、
・
ト
■
－
7
－
け
ぃ
－
●
・
 
－
、
l
l
 
即
‖
に
て
は
正
－
し
曲
折
〃
法
誹
諏
s
上
故
 
 

■
■
▲
ツ
ー
I
■
■
 
弘
の
貞
治
に
訂
り
呵
く
躍
什
須
合
に
尤
思
 
 

し
尉
官
が
裾
損
じ
拙
打
て
た
る
射
射
 
 

尤
の
如
し
 
 

ー
T
 
M
 
 
 

J
「
 
 
‥
 
 
 

江
 
島
 
 
 

仁
 
保
 
 
 

山
 
‖
 
 
 

規
 
耳
 
 
†
調
野
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屈5－8－3 恩賜金配当『中国新聞』8月23日（県下総額8万6千円）  

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
兼
業
の
二
人
の
場
合
は
小
作
農
で
あ
る
。
ま
た
年
齢
を
み
て
 
 

も
、
全
国
・
県
下
と
比
べ
一
層
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
生
活
に
苦
し
む
筆
職
工
や
、
 
 

飯
米
を
売
り
つ
く
し
て
米
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
小
作
農
が
米
価
の
高
騰
か
ら
く
る
 
 

生
活
難
の
中
で
、
騒
動
に
加
担
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
狭
い
熊
野
村
の
こ
と
、
 
 

し
か
も
須
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
多
い
筆
職
の
こ
と
と
て
、
騒
動
を
起
こ
す
こ
と
へ
の
 
 

抵
抗
も
あ
っ
て
か
、
顔
に
墨
を
塗
っ
て
の
参
加
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
呉
 
 

の
警
察
で
は
逮
捕
の
た
め
に
「
私
服
巡
査
を
群
集
中
に
湛
え
、
携
帯
せ
る
自
・
赤
の
 
 

『
イ
ン
キ
』
を
巧
み
に
犯
人
の
衣
服
に
付
着
せ
し
め
後
日
の
証
左
と
し
、
群
集
退
散
 
 

み
ぶ
来
町
町
瞑
服
祈
炬
l
‥
肘
て
m
 
 

l
■
∑
 
■
．
t
 
．
・
・
■
・
，
一
▲
l
■
ゝ
■
・
一
 
 
 
－
．
一
－
■
－
1
－
 
 

人
不
足
の
じ
某
洋
叩
け
長
よ
け
特
番
昆
に
 
 

紆
け
恨
粧
ぷ
耶
山
里
新
し
米
り
た
る
か
 
 

J
t
の
町
目
名
凡
び
有
れ
は
左
の
〓
し
ヾ
】
 
 

石
 
 

矢
＋
腐
り
〓
ハ
八
 
 

雲
 
 
 
〓
ニ
ご
 
 

g
清
畠
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〇
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仁
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三
凹
C
U
 
 

下
浦
刈
 
 
六
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昭
雄
巾
 
二
U
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江
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1
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 図5－8－4 外米請求請願『中  

国新開』8月23日   

職
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
筆
だ
け
 
 

に
頼
る
人
八
人
、
農
業
と
の
兼
業
二
 
 

人
で
あ
る
。
腱
業
と
だ
け
讃
か
れ
た
 
 

一
名
に
つ
い
て
、
大
正
八
年
の
直
接
 
 

町
税
（
七
年
に
町
制
移
行
）
で
調
べ
て
 
 

み
る
と
、
二
四
円
近
く
の
納
付
額
が
 
 

あ
り
、
熊
野
村
で
は
中
以
上
だ
と
考
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図5－8－5 救済金分配『中国新聞』8月24日（県下総額8万300円）  

産
の
米
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
呉
市
な
ど
と
同
じ
く
村
役
場
の
吏
員
や
 
 

教
員
に
は
臨
時
手
当
が
施
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
場
合
、
米
・
変
温
合
の
食
事
の
 
 

申
し
合
わ
せ
に
加
わ
る
と
い
う
条
件
が
つ
い
て
い
た
。
ま
た
、
他
の
市
町
村
の
中
 
 

に
は
、
米
騒
動
の
後
二
十
日
ご
ろ
ま
で
消
防
隊
青
年
団
あ
る
い
は
在
郷
軍
人
会
な
 
 

ど
に
よ
る
不
寝
番
の
夜
警
が
組
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
で
て
き
た
。
熊
野
で
も
そ
の
よ
 
 

う
な
動
き
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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